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1　はじめに
　明治時代は幕藩封建体制から資本主義体制への社会的変革の過程で貧困問題が噴出し要保護児
　　　　　　　　　　　　（1）童が増大し児童保護事業施設が急増した。明治10年に全国で8ケ所であったものが同20年に96ケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）所、同30年に202ケ所、同40年に452ケ所、大正6年には916ケ所となっている。また、育児施設
は明治10年に4ケ所であったものが同20年に16ケ所、同30年に35ケ所、同40年に117ケ所、大
正6年には127ケ所となっている。
　これは明治後半から先進国の先例を下敷きに慈善事業を振興させようとし、それを民間の事業
として奨励する方針を国が採ったものであり民間もこれによく呼応したからである。そもそも明
治政府の成立以後法令は全国に施行されたことは人々には画期的出来事で国民意識を醸成し位救
規則等の社蕎救済立法を仁政と受取り「慈善事糧ま独り政府及び公のみを須って施行せらるる可
きにあらず」として民間に慈善事業が起こったのである。かくて政府にはその余力が無かったこ
とにも因るが慈善施設の設立者は公的なものは非常に少なく大部分は民間の宗教家や地方の教養
人であり本県では仏教僧侶の活躍が目立っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4　　新潟県では宗教人（僧侶）としては大道長安の救世院（長岡市；Ml6～M31？）、柳原庵主井
　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
口法貞の柳原育児院（北魚沼郡小出町；M26～T7）、安善寺住職土田放牛等による福田院（長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）岡市；M34～S13）、宝珠院住職土田義範の宝珠育児院（長岡市；M35～S16）、成就院住職佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）藤宗運、クリスチャソ医師山本脅等による各宗魚沼孤児院（小千谷市；M35～S11）があり、在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1o）
俗教養人としては富山虎三郎の新潟育児院（新潟市；M32～S24）、清水佳之助の和敬孤児院
（上越市；M34～S4）の例があり著者はすでに報告した。
　ここでは更に明治後半期に中越地区の十日町市と柏崎市に設置されていた今日の養護施設に当
たる育児施設について紹介し戦前期本県の児童慈善事業の概況について考察する。　（以下Mは年
号明治の、Tは大正、　Sは昭和の略、本分中年月日の記載で明治24年10月3日はM24／10／3と略
記する）。
2　慈悲喜捨園
1）施設の創立
十日町市昭和町三丁目にある智泉寺（曹洞宗）は慶長12年（1607年）に開山し末寺に通円寺、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟青陵女子短期大学研究報告　第22号　（1992）
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慈眼寺、水月寺を持ち檀徒700～800余の大寺である。
　長岡藩士西郷家の次男で東京麻布の曹洞宗大学林を卒業してM21／12に智泉寺の23世住職となっ
た西郷（大順）孝道は明治年間独力で慈悲喜捨園（育児施設）を創設し孤児の養育に尽力した。彼
　　　　　　くユ1）の自筆の履歴書の草稿によればM24／10智泉寺で密かに慈悲喜捨園なる名称をもって孤貧児の救
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　　　　　　　　 （12）育事業を創め「孤貧児救育慈悲喜捨園規則」を制定したがM34／3／4付警収3505号をもって新潟県
知事柏田盛文より救育勧募の件を認可されたので同日付けでこれを公表し社会的に認知されるよ
うになった。しかし公称して6年後即ちM4・／5／28付で地元＋日町役場から慈鰍溝業に關、し其
の筋へ報告上必要があるので創立の動機や現況等について回報ありたしとして発した公文書の宛
先は智泉寺内慈陀善喜捨院御中となっているように役場でも詳細に把握しては畠なかった事から
みても当時は世間への周知は困難であったようである。なお、「感化救済小鑑」によれば「慈悲
　　　　　　　　　　16）
喜捨園孤貧児救育部」とされている。
　　　　　　　　　　　　　　　中魚沼十日町慈悲捨園孤貧児救育部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　慈悲喜捨園創設の動機は西郷孝道の母の遺言と幼少時の遭遇感想（多分困難な事情？）とに基
づくというが詳細は不詳である。
　彼は財源を得るため行乞を行いまた慈善家の喜捨を仰ぎ足りないところは寺の財産で補足した
という。施設としては本堂、庫裏とは別棟の寺内通称隠居寮（衆寮、現在は撤去）を使用していた。
隠　　居　　寮　　（衆　寮）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）　知事の認可を得てからは院児を率いて托鉢したり幻燈、活動写真などを巡施して院費を得た。
　彼は当時の世相に応じて軍国的で日清日露の戦いには、憧兵資金募集としても幻燈会や楽隊を
　　　　　　　　（19）組織して県内を巡回した。
　慈悲喜捨園の資金と仙兵募金とは厳密に区分してはいなかったようにみえる。また彼は出征兵
　　　　　　　　　（2o）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2ユ　
士を送るとき馬に乗り万歳の音頭を取るのを常としたので「万歳坊主」の異名をつけらえていた
という。
　以下、孤貧児救育慈悲喜捨園規則（M32／1／6起）及び十日町役場の照会に対し彼がM40／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22　1／15付けでなした回答「慈悲救済事業調査答申書」によって施設の概況を見ることとする。
（註；仮名使いで片仮名は平仮名に、漢字は現代略字に、漢数字は適宜読解の都合により算用数
字に直した、また明らかな誤字は訂正した。）
2）　孤貧児救育慈悲喜捨園規則
第壱条　本園の目的は慈悲を旨とし普く無告の孤児及び究極の貧児を救育し四恩に報答す
第弐条　本園の慈悲喜捨園と称す
第参条　本園の事務所は当寺越後国中魚沼郡十日町智泉寺境内衆寮に置く、追って斯業拡充の上
　は適宜の地に新設す
第四条　本園は収養する児女成長の後、独立自営し得るに至れば其進退は各自の意思に一任す
第五条　本園維持の資金は左の方法に依て得ること
　一　唱名巡行　園主及徒弟等頚に喜捨画を懸け手に錫鈴を振ひ観音大士の宝号を唱ひて厘粒の
　　浄財を求む
　一　特別喜捨　本園製定の帳簿を携ひ各人の居宅に就き特別に金額を定めたる喜捨金を受く
　一　衆業得財　新聞雑誌上に哀求し印刷物を頒布し演説談話会その手続及慈善販売作業所得等
第六条　本園に児女を収養するは左の三期に分つ
　壱期満三才以上の男児のみ十名を限り入園せしむ但し現時実行在園児九名
　弐期　満五才以上の男女両児三十名を限り入園せしむ　但し基本金参千円積得して実行に着手
　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　頭
　　　　マ　　マ　参期　齢員　共に限定せず収養増員す　但し資金の増加に伴い入院せしむること
第七条　本園は喜捨金名簿を備ひ置き喜捨主の随時閲覧に供し且つ諦簿は永世本園の重宝とす
第八条　本園は特別喜捨金を得たる時各地区便宜の銀行に預け或は公債証券となし之れを基本金
　　　としその利子を救育の経常費に充つ
第九条　本園は資金原簿出納簿を備ひ置き公私点検に共す　但し喜捨金主は諸帖簿を点検し不審
　　　の点ある時は質疑し得ること　園主は其質疑に対し解答するの義務あるものとす
第拾条　本園の会計年度は一月に始まり十二月に終る
第拾壱条　本園は毎年二月迄に前年度内の出納を精算し之れを特別喜捨金主に報告す
第拾弐条　本園に入るの児女は総て園児と称しその原籍は園主と同居せしむ
第拾参条　本園に園児の履歴簿を備ひ左の件を記入す
　一　入院の年月日及番号
　二　園児の氏名年齢族籍
　三　入園願人の氏名住所職業
　四　園児学業の履歴就業の始末
　五入園出願の事由
　六　園児の退園死亡其の事由
第拾四条　本園の園児の教育は高等小学卒業を以て限りとす　但し就業の都合に依り教育の期限
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　　　　を伸縮することあり
第拾五条　本園の園児満十二才以上の者は麗掃応対其他家事を見習はしむるは勿論其性情身体の
　　　　適する所を図り農商工業者に依託し其職業を習わしめ独立自営の方途に導くことを勤む
第拾六条　本園に入園願出るものあるときは願人住土地の警察署或は駐在所巡査又は市町村役場
　　　　に依頼し尚ほ園使を差遣し孤貧児の実況を調査し入園せしむる資格あるときは第一号書
　　　　（23）
　　　　式の願書且つ其理由を証明したる保証書を添へ園主へ宛て差出さしむ
第拾七条　本園園児退園せんとするときは左の手続きに依る
　一　独立自営し得るに至り退園するときは第二号書式の願書並に盟約書を提出せしむ
　二　園児を以て養子女と為さんと請ふ者あるときは第三号書式の請求書並びに盟約書を提出せ
　　しむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マ第拾八条　本園は特別喜捨金主に対し左記の事項を推行す
　一　浄財金額参千以上喜捨する者を大慈悲者と尊称し其標章を呈す
　二　浄財金額拾円以上喜捨する者を真慈仁者と敬称し其章を呈す
　三　浄財金額参円以上喜捨する者を慈仁者と称し其章を呈す
　四　浄財金額参円以下を喜捨する者に凡て仁者と称記せる標章を呈す
　五　社会公衆の尊敬を受くる者にして本園の為に公益を与えられたる人には大慈悲、師、士、
　　父、母等の尊称を記せる標章を呈し凡て本園の顧問たらんことを嘱す
第拾九条　本園の執務は第六条弐期の増加収養に着手するに至る迄凡園主一個の意思を以て遂行
　　　　す
第弐拾条　本園は第六条弐期増加救育実行に着手すると同時に其筋の認可を得て法人組織となし
　　　　永世斯園の存続を図るべし　その際に至る迄では本規則に依て厳行す
　　　　　　　　　　　　　　　維持明治三二年一月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈悲喜捨園主敬書
　　　　　　　　　　　　ママ3）　慈善救済事業調査答伸書
ア、名称位置
　　慈悲喜捨園と称し中魚沼郡十日町智泉寺境内に設置す
イ、設立者または経営者の氏名
　　設立者経営者ともに園主西郷孝道にして智泉寺住職の僧侶なり、経営補助者は星野文穎、庭
　野如山のこ僧並びに関口詳次、田口米蔵、同定吉、宮内常太郎、中林甚太郎等の機業家、阿部
　勝治郎、呉服商関口鋏次郎母等なり
ウ、主義目的
　　慈善主義にして普く無告の孤貧童を救育し以て四恩に報答するを目的とす
エ、維持方法、一ケ年の経費概算、基本金の額
　　十方有志の喜捨金品諸種慈善販売の利益金農業小作収益米等を以て維持方法を立つ
　　一ケ年の経費概算は園児一人に対し衣食住学用其の他諸雑費を合し金五十円の概算を以てす
　　基本金の現有金六十円也
オ、創立年月、及び其后の沿革、事業経営の大要並びに将来の見込み
　　創立は明治24年10月
　其の后の沿革は創立の当時田○勇○なる一児を収容救育するに始まり（田○勇○は中学三年を
就学中心臓病を発し廃学し一ケ年后全治、母の求めに応じて退園せしめ電信技手として或地に奉
職するものなり）漸次孤窮の児童を増収救育し養育上の経験を得て明治32年に至り一段事業を拡
張せんと欲し同年1月6日夜より園主は園児の無事成長と諸願の円成を祈り神仏の加祐と有志者
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の賛同を得んが為毎夜六時より十時に至る間十日町内の神社と仏閣とを参拝し南無大悲観世音の
名号を唱念し町内各戸の全面を巡行し寒暑を通して十七ケ月余の間に於いて有志者が一厘一粒を
喜捨する浄財は積んで数百金となれり、此の同情の浄志あるを見ては園児救育の一助たることを
悦びたり、然るに同33年6．月10日夜は不幸にも十日町全焼の大火災起り類焼者の惨状黙視する能
わず、嚢に厘粒を積集せる浄財五十円を出して罹災窮民救助として贈呈し加ふるに寺内は罹災者
充満し米味噌薪炭悉く其用に供し園児等の食料は皆無となり寺内も亦窮乏せり、恰も之れ大洋中
の難破船の如く窮極に陥れり、幸いにして本県知事千頭清臣君の来町あり園内の窮を察し喜捨金
を恵み且つ新潟市に出て賛助を求めよと観示せらる、鳴呼此の救助船師を得たり、依りて新潟市
に出て千頭、湯河原両君斡旋の下に新潟婦人衛生会並に市内有志者多数の賛助を受け且つ県会議
員関谷儀八郎、鈴木長藏、来原重正諸君の紹介に依り該開会の時、議事堂内の一室に於いて本園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママの概況を説明し議員諸君の賛助喜捨を得て以来各地巡行して大方の賛助を得る事となり園児既絶
の生命を継ぐ事を得たり、十日町は火災に加ふるに町債の大難件起り本園の賛助を得るの地にあ
らざりき
　同34年1月22日知事柏田君来園園児に恵み奨励の辞あり、依りて同年2月24日付けを以て孤貧
　　　　　　　　（24）
児救育資金勧募願書を提出し直ちに3月4日認可を得たり、其夏本県新潟市に於いて府県連合共
進会開かれ其の附属販売店を借受本園の慈善売店を開業し前記経営補助の者其他の人々より十日
町産絹織物を借りて売却し利益は悉く園費に充てたり
　同35年6．月より12月迄園主は本県内曹洞宗寺院を代表し中学林処分の委員として在港せるを以
て毎日午前5時寄り9時まで新潟市内を巡行し厘粒の浄財を乞ひ得て園費に充て且つ園児十数人
をして出港し国粋座に於いて市川市蔵氏の慈善演劇開催に臨み利益を受領し各地を巡回せしめた
り
　冬12月長岡中千手町大字小頭町に出張所を開設し徒弟星野文頴を理事として在岡せし、毎日午
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マ前中は町内を巡行して厘粒の浄財を乞わしめ午後より夜間は英漢数の三学科を無謝儀にて有志者
に教授せしめ園児両名を収容教育させたり　同36年4月12日に園児十数名中最も不幸なる一眼一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が足不具にして精神も白痴なる○沢○雄（新潟市南浜通籍にて元来東堀通9番町居住者）の母さわ
女淡路島福良町に流寓せる者より書面を以て○雄の送還を乞ひ来り資力なくして迎者を出す能は
ざる趣き嘆願せるが故に園主は理事と共に園の備付ける車を挽推し○雄を乗車せしめて遙かに数
百里外に送り沿道有志の恵助を受けたるも母さわ女よりは旅費を受けず7ケ年目に母子の再開を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マ全うせしめたり、鳴呼哀々たる児童を救育するは幾多の苦辛のみなるも斯の如き不測に母子を会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マせしめ親子懐抱して歓喜の涙あるを見るの瞬間を以て無量の辛苦も忽ち無限の快楽を感起するも
のなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　園に一女あり、十才にして小学に通ふ能はざるのみならず小便は普通なるも大便も毎日垂れ流
しの者あり、此女を養ふて既に六年、何れの日か笑いて小学に登校するの時ぞ
　同37年2月日露戦に際し本園理事庭野如山予備役招集に応じ従軍し為に事務員の欠けたるのみ
ならず開戦以後は園主も亦軍国の事に尽くさざるべからず故に園児の収容を中止し縮小を旨とし
軍人遺族救護議会（現今は帝国援護会と改称し榎本子爵会長たるの会也）の嘱託を受け軍人遺児
の収容義育を約諾し而て園主は活動写真或は音楽隊等を設備し憧兵勧奨に家族慰謝に元気振作の
為に各地に奔走し園の事業は縮小其侭にして今日に至れり
　同38年夏は長岡の出張所を閉じ児等は本園に合併し一段、維持に困窮せり
　同39年12月28日新たに一児を入園せしめたり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　創立以来収容園児の総数は27名（長きは十数年在園短きは数カ月にて退園）にて其中死亡者4名
退園者16名現在園者7名なり
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　其の如く僅少の園児を以て敢えて大方の見聞を労煩するは園主の暫塊とするところなり
　然れども如何せん園主は智泉寺の住職として720戸の檀徒を教化し又は数人の徒弟を教養し其
の余力を以て本園の事業を経営するものなるが故に多数の園児を救育する資材を得るに難く事業
の規模を大ならしむる能はず其園児成長の実況は到底一園主の理想に適合せざれども園内は家族
的にして寝食を同一にし極めて孤児貧児根性を除き普通寛厚の人物たらしめんと欲し一般世間の
児童と異ならざる程度の学業を修めしめ居れり
　園児も時々各地を巡回せしめたることありしも皆暑中休暇の時を以てし学校の欠席は必ず為さ
しめざるなり
　其園児の学籍は中学校生あり染織学校生あり高等尋常小学校生あり
　学業の成績は比較的良好なり一染織学生の如きは已に地方一流の機業家より養子に貰い受けん
とて懇請しつつあり、尚ほ一の同校生も希望者のあるあり、幸いにして十年養育効を奏し実業界
に入りて自活せしむるに至らんとす、之れ園主園児が謹んで大方の賛助者に酬ゆるものにして四
恩報答の目的を失せざりしを欣ぶ所以なり
　以上は之れ創立以後の沿革事業経営の大要なり、記するところ単に園主の行為を抽象陳列した
るが如くなれども本園の現実は園主の身辺に纒属しつつある孤立的事業なれば記するところ亦如
上の答を以て諒とし玉はんことを
　将来の見込みは漸進的に事業の拡張を企図せんことを期するものとす
　右概要伏答仕候也
明治40年1月15日
　　　　’中魚沼郡十日町智泉寺境内
　　　　　　　　　　　　　慈悲喜捨園園主　西郷孝道
（付表）
在園者数調
　　　　前年越員
男　　　　　22人
女　　　　　5人
男女計　　　27人
新入者
慈悲喜捨園園児
退　　　出　　計
13人
3人
16人
亡人死4
4人
在人人人現527
4）入院児童の状況
　　　　　　　　　（26）　　　　　　　　　　　　　　（27）
　入院児童はM32年起「園児入出登録簿」によれば番号第1号としてM32／2／1に7才の男児
が入院、最後はM39／12／28付で男児（年齢記載なし）入院まで合計28名（男子21、女子7）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）名前が記載されている。なお名reNo．29以下3名は「私の生涯」に記載されていて「園児入出登録
簿」に見えない者の氏名である。出身、入院理由および成行は前記「園児入出登録簿」の名前欄
中の「処分要領欄」の記載であり後半は氏名のみが記載されており「処分要領」は空欄である。
従ってこれらの者が入所していたものか否かは確証が無い。当時は収容児童数が多いことが世間
にアピールするためとし多少の縁のある児童を収容児童として算定する傾向があったからである
（29）
。また、　「私の生涯」にある児童の氏名が「園児入出登録簿」にないのは後半の記録の省略の実
態から推察して「園児入出登録簿」の方がやや杜撰の様に思われる。以下記載内容を紹介し当時
の状況（入所理由、処遇等）を窺うこととする。　（氏名は一文字置きに伏せ字にした）。
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No．入院年月
1　M32／2／11
2　M32／7／9
3　M32／9／22
4　M32／10／2
5　M32／10／3
6　M32／12／14
7　M34／2／6
氏　　名　　　男女　年齢　　　出身、入院理由及び成行の概要
生年月日（記載あるもののみ）
関○　賢○　　男　7才　　十日町、父は盲人にして長病後死亡、母は4
　　　　　　　　　　　　　児を養育する能はず、親族亦助力の資なしと、
　　　　　　　　　　　　　故に救育を諾す、M32／10／23日死去、授名、
　　　　　　　　　　　　　慈孝賢善童子
金○　林○　　男　12才　　中魚沼郡上野村、両親死亡孤児、僅々の日数
　　　　　　　　　　　　　も窮屈を訴え安居せず、逃亡を恐れて園母に
　　　　　　　　　　　　　送還せしむ、途中より逃亡して生家の村に帰
　　　　　　　　　　　　　らず
阿○　き○
茂○　のO
M28／1／16生
飯○藤○郎
女　7才
女　4才
男　5才
佐○　仁○　　男　6才
M26／5／7生
関○徳○郎　　男　7才
M26／2／7生　　　　　　　　　　　鐙
8　M34／11／25　伊○　要○　　男　つ
9　M34／11／25
10M34／12／10
11　M　　？
伊○　邦○　　男　3才
M31／1／3生
出○　武○　　男　4才
M28／1／28生
大○　逓○　　男　？才
12M33／5／24　井○多○次○　男　？才
13M33／4／？塩○　た○　　女　6才
十日町、保護者死亡
中魚沼郡千手町、父死亡母去、長女、後祖母
の許諾で養女に出たがM39／3（11才）時死亡
中魚沼郡馬場村、父死亡母去、二男、入院以
来盗心甚だしく矯正の効見えず38／5退院せし
む、成蹟不良
中魚沼郡橋村、父〇八の三男、母去、M3春
より9才時春眼病、同秋赤痢となり隔離舎に
入り回復後小学校を退学し按摩修行に入門、
M36／8（10才）再び赤痢発病し9／17日頃よ
り実母付き添い看護をし臨終をみる、10月死
亡、戒名慈仁禅童子
古志郡千手町、入院時から盗行あり自らその
盗みの悪を知らず漸次改心したるにより○○
寺に貰われしも再び盗行により帰園す。その
盗行の他人児童に及ぼすを恐れM38／4（11才）
退院せしむ。性質怜敏、成蹟良好なり
北魚沼郡小出町、母と同伴入院、性質温良、
学蹟優良、戸主なるゆえに商業見習に出さし
めんためM37春退院せしむ
無業伊○要○の弟、M36春（5才）百日咳を患
い胃腸を損じ夏赤痢に変症し隔離室にてM36／
8／22死亡す、戒名慈邦禅童子
新潟市、私生児、M36／5／1（7才）淡路国福
良町の実母よりの請求により園主送還引き渡
したり
三島郡大積村、大○き○の二男、元来出家を
願込なり、性質多病常に服薬し死は覚悟の前
なりき　M35／7／4死去
北蒲原郡新発田本村、井○恒○の子、M38／
4末尋常科卒業後帰家退園、性質鈍
記載なし
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田○　勇○　　男　7才
笛○　粂○　　男　8才
M27／4／？
高○　久○　　男　4才
M30／10／5生
17M35／8／10　小○○○助　　男　？才
18M35／9／13
19M35／？／？
20M35／10／16
21M35／10／24
22M35／12／？
23M36／3／14
24M36／6／3
25M36／2／？
26M36／4／？
27M36／5／？
甲○　津○　　女　3才
M31／12／12生
○○　久作
山○　又○
羽○熊○○
山○　ふ○
星○子○○
土○　太○
勝○　ク○
阿○　た○
才才才才才才才才1男男男女男男女女
阿○新○○　　男　？才
28M39／12／28　　田○　重○　　男　？才
29　M　　？
30　M　　9
小○　米○　　男　？才
岩○　卯○　　男　？才
発育性情共に不充分なり、中学に入り心臓病
を発し廃学34／5母の求めに応じ退園せしめ目
下電信局員なり（註；事実上の入院第一号と
慈善救済事業調査答伸書に記載されているが
園児入出登録簿には後半部に簡略に記されて
いるのみである、これはM32時点では既に退
院していたためであろう、したがってM33／
3入院と記載されているのは誤りである。）
南魚沼郡朽窪村、父母死亡、発育不充分にし
生て歩行にも苦痛を感ずる如し、性質温にし
て学蹟優なり、M41／12（14才）兄を慕い逃亡
し加茂警察に保護され迎え行き帰伴す
南魚沼郡中目来田村、八五郎五男、母死亡、
身体強健なるも小便を漏らして止まず、性質
通常の如く同情心あり、不幸親族の甘言に因
り逃亡し郷里に行くこと数回M41／6／22帰院
せしむ
北魚沼郡薮神村、嘉〇二男、性質温良堅固な
り、学蹟中ノ上
古志郡六日町、父死亡、三女、第一巡回の途
次道の側に小屋を掛けその中に捨て置けるな
り、発育不十分、常住大便を漏らす、10才に
して小学校へ通うも甚なり、兄清○は所在不
明、M41／7／18．9才時脳神経衰弱腸胃カタル
にて死亡
南魚沼郡六日町、他記載なし
南魚沼郡薮神村、文○弟、以下記載なし
M35？／12／28　退院、他記載なし
M36／6　退院、他記載なし
M36／7　退院、飴屋となる
M37／2退院、後死亡
　　　　　　　　　　ママ発育十分、性質温良、学亦良優、衆人賞讃児也
父死亡、祖父窮の極恵助を求む、三合ずつの
飯米を給すること半才余、目下東京モスリソ
の女工なりと
樹上より墜落負傷し破者にして東京に行かん
とする途、4ケ月救療し添書と旅費50銭を給
す、性質通常
父病死母怠、数男女をしゼ乞食せしむ母離別
して入園救われたり、性質温良なり
帝国大学卒業、智泉寺24世大孝道白
南魚沼郡中条村
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31　M　　？ 会〇　三〇　　男　？才　　新潟市、染色学校卒業後メリヤス業で大成功す
5）園児の教育、閉鎖
　園児の教育については才能のある者については帝国大学まで進学させているように決して義務
教育止まりとしてはいなかったが学生生徒の暑中休暇中には巡回（托鉢、その他の喜捨を受ける
行為）をさせたから仏教的教育は当然なされたわけである。帝国大学卒業の園児も専攻は哲学で
後に智泉寺の住職になっている。
　この大学進学には特別の募金を行ない学資募金の当人を受領に赴かせた。　「慈悲喜捨園募金化
　（3o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
帖」の他「修学資財施芳名簿甲」には沙弥Kについて優秀なので募金する旨が述べられている。
即ち「財施勧募詞」として「出家は法を施すべきもの在家は財を施すべきもの故に仏は財法二施
功徳無量具足円満せよと教示せらる是我等仏教者の共に信受奉行すべき宝訓なり、道徒弟K沙弥
年十有九に達し長岡尋常中学校ニケ年の修学を全ふし其成跡や優等なり、近く三学年に入るに当
たり我国未曾有の征露戦役起り挙国一致衆皆国難に力を傾く故に諸業概ね財政上の変動を来す、
宗教界亦其変動の影響を免れず、此に於いてか智泉寺もまた財政乏を告ぐる甚だしく沙弥の学資
を継与する能はず事巳に斯の如く止むを得ず休学せしめんとす、然れども教育の途中にして休止
する其不利の大なる論ずるを待たず、況んや国威の増進と共に教育の進歩を図るべきは最も急務
とする所なり、沙弥亦哀訴して止まず、其熱心棄つべからず、余の今に至る迄修学の資を継与し
たると沙弥の熱心勉強したるとは皆之れ在家に法を施さんとするが為なり、且つ従来の学資も皆
在家より乞ひ得たるものを送りたるに過ぎず今余財乏しく自ら継与する能はず学も必ず休止すべ
からず此に於いて財を諸家に乞ふ之れ余の本分なり諸家の財を施さるる因より各位の本分なり伏
翼くば各位奮って応分の浄財を施与し共に本分を全うし財法二施功徳無量なる仏の宝訓を円満な
らしめられんことを。
　　　　　　　　　　　　　　　明治三十八年四月一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐙　学資予算
一　金壱百円也　満一ケ月間学資諸費予算
　　　財施勧募事項
一　財施の額は多少を論ずべきものにあらずと錐目下の状況に鑑み可成多額の浄財を施し得る人
　を先として施しを為すに苦痛を感ずるが如き資力乏しき人は一段奮って多額の浄財を施与せら
　れたし
二　財施を為す人は其金額及姓名を左に記名捺印し即納か何時納むるか付記せられたし
三勧募に沙弥をして自ら出頭せしむるは彼をして其信施者の恩に感ずること深く之れに依て心
　身の解怠を鞭錘し出家の志を堅固にし報恩の道を全ふせしめんとするか為なり其誓意を表する
　為施者に対し沙弥より左記文案の念書を提出せしむ
　　　学資金助力に付き受領兼念書
一　金何円也
　右は拙生修学の資金として施与被成下恭く受領仕候此恩金に依り修学卒業立身致候上は出家相
応の儀を以て必ず報謝の道を壷すべく候万一心得違等有之御恩を忘却するが如き行為有之候節は
如何なる厳責を加へられ候共急度甘受敬伏仕るべく此処に謹で受領の証を兼ね誓詞念書を呈供仕
候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　智泉寺住職西郷孝道徒弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沙弥　K印
72 山　　下　　安　　雄
　年　月
　　宛名　殿
以上の事項承了の上助力あらんことを
　その後、明治37，8年戦役の結果父母請うて拉し去りたるあり、死亡したるあり逃亡したるあり
　　　　　　　　　　（32）て漸く中止の状態に至るという。西郷孝道は日清日露の戦役に際しては憧兵資金募集のため幻燈
を購入し県内を巡回し、楽隊を組織して「万歳坊主」の異名があったことは既に述べた。明治当
時の世相に応じて彼は軍国的であって毎朝勤務の後教育勅語を奉読したし、慈悲喜捨園の経営の
他に仏教護国会を作って職工の慰安、免囚の保護等も行い町教育会長として町教育と青年団指導
　　　　　（33）にも尽力した。施設を縮小閉鎖したのも時局の急迫に対応するに忙しかったためにやむを得なかっ
たということになっているが経済的逼迫も無視できない。彼の関心は他へ移ったように見える。
T5／10／13，53才で病没しているが既に明治末年には閉鎖されたように推定される。閉鎖に際
し児童の処分等どの様になしたかは不明である。
3　仏慈養育院
1）創設者と施設の内容
　M34年、刈羽郡柏崎町（現在柏崎市）川端町（現在西本町3丁目）に現在でいえば養護施設兼
養老院兼救護施設とでもいうべき「仏慈養育院」が「土地の遠近を問わず都市の老幼に論なく寄
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ34）る辺なき窮民痢疾重病の貧者等を救済」することを目的として設立された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　柏崎仏慈養育院
　院内に手工科を設けたとあるので恐らく経費を得るためのものであろう。又、広く寄付義揖を
仰ぎ且つ有志の僧侶をもって托鉢を行い維持費に当てたという。写真は尼僧が施設名を大書した
旗を持ち児童が寄捨箱を頚に架けている姿である。中央の車を引いている成人の役割は物品販売
の協力者であろうか。寄附金は4分を基本金に積み立て残り6分を経常費にあてた。明治43／6時
点（文献の収録から推定）で10数人の院児を救育しているとある。
　　　　　　　　　　　　　　　　（35）　この仏慈養育院については柏崎文庫（甲子楼文庫）の川端町之部に「仏慈養育院　父母恩重経
を和訳出版せり」と記載されているから施設の存在は土地の者にも知られていたのであるが、設
立経営者の名の記載がない。感化救済小鑑には「托鉢によりて維持費を補いつつある仏慈養育院」
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とあるから僧侶による施設のように推定される。川端町には寺院は瑞光庵のみである。瑞光庵は
曹洞宗洞雲寺の末寺の尼寺で文化14／8／8創立開基されている。住職はM16／8／17付けの知事永山
　　　　　　（36　
盛輝宛て届文書によれば光山悦明（S16／6／22没）で、次の住職は法山道宗で彼女はS26／7／9没
し、このため廃寺となり本尊等は本寺に引き上げられ現在は（H3／8）物置になっている。洞雲庵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）はこの末寺の慈善事業については記録もなく知らないという。なお、近くに西入庵があるが現住
職の尼僧は慈善事業については知らないということであった。
2）閉鎖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）　施設が閉鎖されたのは何時かは不明であるが新潟新聞に「養育院解散を諭さる」と題して次の
ような記事がみられる。「県下の慈善救済事業視察として過日来越せし内務省嘱託五嶋子爵相田
属の一行は柏崎の仏慈養育院を視察し同院昨今の状況等種々調査されたる結果殆ど羊頭を掲げて
狗肉を売るに類し到底慈善事業たる資格なく又改善を促すべく価値も無きものと認められ寧ろ現
在収容しある孤児に相当の処分を為し同時に解散する方却て得策なるべしと院主たる福澤萬休氏
に懇々諭されたり」。これにより施設は閉鎖さ二れることになったようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）　和敬孤児院の「創立以来現在児童調書」の番号106番、桐○房○郎7才は刈羽郡中通村の出身
で大正元年8月13日入院であるが入院理由欄の記事は次の通りである。　「柏崎仏慈養育院解散の
際長野県更級郡布施村春日慈恵院に収容その後45年7月7日同院解散入院す、春日慈恵院会計清
水書記同道す」。
　従って柏崎仏慈養育院の解散閉鎖の勧告がM43／5月頃で布施村の慈恵院の解散がM45／7／7で
あるからこの間に勧告に基づく閉鎖解散したものであろう。
　　　　　　　（4o）
　なお、福澤萬休氏は前記瑞光庵には在籍していない。また柏崎文庫（甲子楼文庫）は手書きの
記録で調査は明治時代、清書は大正10年である。
4　ま　　と　　め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
　新潟県には戦前期は養護に欠ける児童のための施設は9ケ所あったがこの児童のための慈善事
業は永く続いて戦後の児童福祉施設に繋がったものは1ケ所もない。いずれも創立者の死亡や経
済的挫折により廃止閉鎖されている。
　新潟県は農業県として何をしてでも食えるという地域的特性があると指摘されており対象児童
の社会問題化が低く、それゆえまた経済的財政的基盤が薄弱で財政的協力者が得にくかったもの
であろう。県民は最低の生活は可能であるがゆとりある生活は不可能で目前の実利を重視し文化
的活動には目が行かない。明治時代就学率が全国最低で特に女子のそれが低かったのは有名であ
　（41　
る。今日大学進学率が全国最低に近く実務教授の専門学校進学率が高いのもこの伝統である。し
たがって施設が発展しなかったのは慈善事業のような実利に反する文化的なものを志す人士の層
の薄さに因るものではないだろうか。
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